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Abstract 
The purpose of this study is the understanding historical changes in waterside environment related with 
childhood-play at watersides.  Three generational interviewing survey was conducted to clarify the historical 
changes of a life at the Takahashi-river valley.  The questionnaire was carried out to the fifth grader in an 
elementary school and their parents and grandparents in Takahashi-city.  The number of households for a 
questionnaire was 256 households.  The questionnaire had a reply from 198 households and the recovery rate was 
77.3%.  To play in the river of childhood, more than a half of the grandparents and the parents played on the river, 
while child generations who played in the river decreased to about 10%.  It became clear that waterside play of 
children is decreasing.  As for the reason, it was guessed that not change of the natural environment of the waterside 
but change of social environment or cultural environment has influenced. 
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福地小学校，布寄小学校，西山小学校の 3 校は，5 年
生の在籍児童がいないため 6 年生を対象に実施した。 
アンケート対象世帯数は 256 世帯（うち，6 年生世




















 アンケートは 198 世帯から回答があり，回収率は
77.3%であった。 
 アンケート回答者は，祖父母 117 人（男性 61 人，女
性 56 人），父母 201 人（男性 112 人，女性 89 人），児
童 179 人（男性 84 人，女性 91 人，不明 4 人）であっ
た。アンケート回答者の誕生年構成を図 2 に示した。
祖父母世代は誕生年が 1920 年代から 1960 年代まで，




和 15 年）～1960 年（昭和 35 年）であり，父母世代が 
 
      図 2 アンケート回答者の構成 
 
小学校高学年となる時代は，1970 年（昭和 45 年）～







 高梁市は平成 16 年 10 月 1 日に，旧高梁市，旧有漢
町，旧成羽町，旧川上町及び旧備中町の 1 市 4 町が新
設合併して現在の高梁市が誕生した。高梁市は岡山県
中西部に広がる吉備高原に位置し，市域は東西約 35km，
南北約 30km，面積は 547.01 km2である。総面積の中で





高梁市の人口は 1960 年（昭和 35 年）68,494 人であ
ったものが，1970 年（昭和 45 年）53,270 人，1980 年
（昭和 55 年）47,013 人，1990 年（平成 2 年）44,039
人，2000 年（平成 12 年）41,077 人，2010 年（平成 22
年）34,963 人と減少傾向にある b)。また，15 歳未満の












 高梁川は明治以降 26 回の水害を引き起こしており，
大きな被害を与えてきた 13)。高梁川の本格的な改修は，
1914 年（大正 14 年）に完成したが，その後も洪水が
発生しており，特に 1934 年（昭和 9 年）9 月及び 1972
年（昭和 47 年）7 月の洪水は高梁市内にも大きな被害
をもたらした。その後も 1980 年（昭和 55 年）8 月，
1998 年（平成 10 年）10 月，2006 年（平成 18 年）7 月
に水害が発生している。 
 高梁地域においては，市街地区間等を対象とした河




年（昭和 56 年）に高瀬川ダム，1996 年（平成 8 年）
に楢井ダム，1998 年（平成 10 年）に千屋ダム，2005
年（平成 17 年）に三室川ダムが完成し，洪水対策がほ
ぼ終了している 12)。なお，1968 年（昭和 43 年）には
電力供給を目的とした新成羽川ダムが完成している。 
 
図 3 BOD の変化 
 高梁市内における高梁川のBODの変化を図3に示し
た 14)。高梁市内の高梁川は 1970 年頃に BOD が 2mg/l
を超えていたが，その後は1mg/l前後で推移している。
一方，支川である北山谷川，新谷川，有漢川は近年の
























図 4 子どもの頃の水底の様子 
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図 5 子どもの頃の水ぎわの様子 
 
 



















図 7 子どもの頃の川の様子（ゴミ） 
 
 










ことを報告している。和田らの報告では BOD が 10mg/l
とかなり汚れている河川では魅力を感じないと答えて





















































































































































図 10 にまとめた。なお，この問いに関しては複数回答 
60 水辺環境と水辺との関わりの時代変遷
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